
奈良 さ2

罪
を
悔

い

1260
回
目

の
春

＿
仙
い
▲■
▲つ

夜
の
髄
に
松
明
の
火
の
粉
が
舛
い
、
嚢

の
御
利
益
に
あ
や
か
ろ
う
と
参
拝
客
が
火
の
粉
を
浴
び
る
。
古
都
・
奈
良
に
春
を
肯
け
る
東
大
寺
二
月

▲p
ご

生
の
僻
コ
傘

（
お
水
取
り
）
。
本
行
は

3
月
1
日
か

ら
14
日
ま
で
2
週

間
も
続
き
、
12
日
に
は
長

さ
8
㍍
、
王
さ
60
～

70
㌔
も
の
帝

松
明
が
登
場
す
る

。

番

外

編

で
も
、
森
本
朗
猷
長
老
は
「
お
松
明
だ
け
を
見
て
帰
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
。
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1 わいかも
新聞朝l≡ヨ

叫
▲つ
l

堂
網
粥

覿

噸
㌶
硝
化
朋

僧

）

の
足

元
を

照

ら

す
も

の
だ

。

雛
窮

棚
粥
謂
酢
誤
∽

祈
る
。
そ
れ
に
ふ
さ
わ

し
い
精
神
に

な

っ
て
い
る
か
」
。

30

回
近

く
棟
行

衆
を
経
験
し
た
森
本
長
老
は
毎
回
、

松
明
の
後
ろ

で
自
分

に
問
い
か
け
た

と
い
う
。

唾

一会
は
ー
5
2
年
に
始
ま
り
、

今
年
で
1
2
6
0
墜
弓

一
度
も
途

絶
え
る
こ
と
な
く
続

い
て
き
た
。

練
行
衆
の

11
人

は
2
月
20
日
か

ら

寺
に
こ
も
り

、
俗
世

と
の
関
わ
り

を

ち
し
血
け

絶

つ
。
差
懸
と

い
う
履
物
を
作

っ
た

し
1▲見
よ▲ノ

り
、
節
の

つ
い
た
声

明
と
呼
ば
れ

る

お
経
の
稽
古

を
し
た
り
。
26
日
か

ら

は
大
広
間

で
寝
食

を
と
も
に
し

、
外

出
は
禁
止
。
私

帯
も
許
さ
れ
な

い
。

3
月
1
日
か
ら
本
行
が
始
ま
る

と
、
毎
日

6
回

、
本
尊
の
十

一
面

戦

官
尊
饉

に

一
年

の
罪
を
ひ
た
す
ら

俄

悔
し

、
新

た
な

一
年
の
平
和
や
睾

禰

を
祈
る
（
六
脾
の
行
法
）
。
行
が
終

（
田
中
祐
也
）

わ
る
の

は
早

く
て
午
前

1
持

、
遅
い

時
は
午
前

4
時
ご
ろ
ま

で
か
か
る
。

13

日
未

朋

に
は

二

月
撞

汀

の
井

戸

「
若
狭
井
」
か
ら
「
香
水
j
を
く

み
、
本
尊

に
供
え
る
。

つ
ば
憧
内

の
東

西
南
北
に
設

け
ら
れ
た

局
と
呼

ば
れ
る
部
屋

で
は
、
差
腰
を

独

特

の
リ

ズ

ム

で
踏

み
鳴

ら
す

な

ど

、
横

行
衆
の
所
作

を
見
る
こ
と
が

で
き

る
。
体
蓋
を
石

ひ
ざ
に
乗
せ
る

よ

う
に
「
ダ

ン
ッ
」
と
厚

板
に
打
ちは

付
け
、
懐
悔
す
る
五
体
投
地
や
、
法

▲ひ
が
い

煉
見

や
鈴
と

一
緒

に
聞
こ
え
る
声
明

の
節

。
松
明
だ
け

で
は
な
い
修

二
会

の
姿

に
触
れ
ら

れ
る
。

森
本
鼻
緒
抑
噛
薦
め
は
、
行
の
リ

ー
ダ
ー
、
大
導
師
が
天
下
太
平
や
万

民
生
薬
を
祈
願
す
る
作
法
だ
。
現
職

の
粗

現

大
臣

や
閣

僚

の
名

前

も
挙

げ

、

「
天

下

太
平

な

ら
し

め

た

ま

え

」
と
祈
る
。

「
耳

を
澄
ま
せ
ば

、

管

直
人
さ
ん
ら

の
名
前

も
聞
こ
え
る

は

ず
。
国
民

に
代

わ

っ
て
、
『
国
家

よ

、
し

つ
か
り

し
て
く
れ
』
と
祈
る

ん

で
す
」

車、徒歩約10分。；丘鉄奈良駅か らは徒歩約

3 0分。

車の場合、付近の駐車場が満車にな るこ

ともあるので注意が必要。夜 は冷えるので

防零封策は万全 に。

ー アクセス1一

束大帝二月堂へ ば、 J R ・ 近鉄奈良1択か

ら市 内循環バ ス「大仏殿 春 日大社前」で下

一隻

ノく

l
り

魂

．甲

プ
レ
ゼ
ン
ト

ど㌧
盛

鵠

篭

る
弄

、越
野

堂
の
「
行
法
昧
呵
」
－－
写
真
＝
を
5

人
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
大
豆

や

ゴ
ボ
ウ
な
ど
で
作
ら
れ
、
雌
転

の

荒
行
に
耐
え
る
横
行
衆
が
「
行
力
を

増
す

」
と
愛
用
す
る
み
そ

で
す
。
温

か

い
ご
鍍
、
田
楽
や
ふ
ろ
ふ

き
、
酒

の
お

つ
ま
み
に
最
適

で
す
。

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

旬

帯
番

号

、

「
ま

ち
ぷ

ら
・

東

大

寺

」

の
感

想

や
意

見
を

記
入

の

う

え

、
〒
6
3
0
・

8
5
3

6

奈

良

市
三
条

大
路
1
の
9
の

17
、
朝

日
新

肺
葉
良
檎
局
ま
ち
ぷ
ら
係

へ
。
3
月

4
日
必
着
。
当
選
発
表
は
発
送
を
も

っ
て
か
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま

す
。

火の粉を散 らしなが ら＝月堂の舞台を 回る
籠松明 （ 5 分間蕗光）＝岩20 10年 3 月1 2日、

奈良市の東大寺

＼＼…命 記者ナビ◆

23
日

、
二
月
堂
の
本
尊
を
飾

る

ツ
バ

キ
の
造

花
を
棟
行
衆

ら

が
作
る
「
花
ご
し
ら
え
ー
を
取

材
し
た

。

〓
見
、
楽
し
い
作
蕪

港

の
よ
う
に
見
え
た
が
、
若
手
の

表
情
は
硬
く
、
大
切
な
行
の
ひ

と

つ
と

い
う
緊
張
感
が
伝
わ

っ

て
き

た
。

修

二
会
は
ま
だ
見
た
こ
と
が

な

い
。
練

行
衆
が
こ
も
る
こ
と

も
、
お
水
取
り
の
青
葉
の
書
疎

も
知
ら

な
か

っ
た
。

で
も

、
声

明
の
高
い
音
楽
性
、
五
体
投
地

の
所
作

な
ど
知
識
が
増
え
る
た

ぴ
、
新
鮮
な
感
動
を
味
わ
え

ー仙
い
一■
つ

た
。

森
本
長
老
の

「
松

明
だ
け

見

て
帰

る
の

は

も

っ
た
い

な

い
」

と
の
青
葉
に
納
得

し
た
。

松

明
は
1
日
か
ら

14
日
ま
で

毎
日
登
場
す
る
が
、
鞘
松
明
の

12

日
、
10
本
の
松
明

が
並
ぷ
14

日
は

参
拝
客

で
に
ぎ

わ
う
。
ゆ

っ
く

り
見
よ
う
と
思

え
ば
、
別

の
日

を
選
ぷ
方
が
い

い
。

次 回は1 i圧畿 の滞 7戟を紹介 する rうまい地元の暗が

飲みたいJ です 。


